
栄養クリニック開設を振 り返って

　栄養 ク リニ ックに とって2回 目の事業報告書を書 いて いて、 もう1年 経 ったのか とい う感慨

にふ け ってお ります。 昨年 の今 頃は、2009年7月 の開所か ら、 まだ何ケ月 しか過 ぎていない頃

で、本 当に何 がなにや らわか らない うちに走 って いた ような気が します。

　 この1年 を振 り返 って見 ます と、 い くつか大 きな変化があ りま した。初年度 は、開設 に関わ っ

た数名 の教員 のみが ク リニ ック指導教員 を務 めま した。 しか し2年 目か らはで きる限 り多 くの

先生方 のお力添 えを得 たい と、食物栄養学科 の先生方 にご相談 しま したところ快諾 が得 られ、

21年 度 は食物栄養学科 の管理栄養士教員全員 が ク リニ ック指導教員 とな りま した。 その結果、

会議 で も多様 な意見 が出て きて、盛 り上 が ってお ります し、 また人数 が増 えた ら当然の ことで

すが、各 々の得意分野 か らい ろい ろな提案 が得 られ、随分栄養 ク リニ ックの活性化 につなが っ

た もの と感 じてお ります。

　 また新た に、本願寺新報 に、 食物 ・栄養 に関す る記事 を連載す る機会 を与 え られ ま した。何

とか1年 継続 す ることがで き、 望外の好評 を得 て、 さ らに連載 が続 くこととな りま した。 これ

もメ ンバーが増えたおか げで、 随分対応が しやすか った と思 います。

　 この4月 よ り、3年 目の年 度が始 ま ります。 これまでの業務 内容 を維持 ・発展 させて い くの

は当然 の ことと して、 さらに新 規の企 画を進 めていきたい と考 えてお ります。 まだ この原稿 を

書 いて いる時点で は、具体 的な こ とを 申 し上 げ られ る段 階にはあ りませ んが、本学 は東 山区唯

一 の4年 生大 学であ り
、 また本 学が東 山区 と協定 を結 んでい ることを生 か し、地域 との連携を

さ らに強化 した いと思 って います。

　 栄養 ク リニ ックが何 とか業 務 を遂行で きて いますのは、各方面 か らの多大 な ご支援 を頂 いて

いるお蔭です。お世話 にな って いるすべての方 々のお名前 を挙 げ ることはできませんが、東 山

区役所 をは じめ関係機 関、 な らびに本学の関係部 門であ る学部事務 セ ンターを始 め、学生生活

セ ンター ・入学セ ンター ・施設課 など、事務部 門の皆様 には、 お忙 しい中、栄養 ク リニ ックを

支えて くだ さ り、 あ りが とうございま した。末筆 にて恐縮 です が一言御礼 申 し上 げます。

　 新年度 も引 き続 き、皆様 か らの ご支援を賜 りますよ うお願 い申 し上 げて、巻頭 の ご挨拶 とさ

せて頂 きます。
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